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ÁÏ ÐÑ·¸ Ò��Á�ÓÔ¢ÕÒ���Ö� Ò��Á�ÓÔ¢ÕÒ����Ö�令和２年産米の産地・品種銘柄別相対取引数量上位20産地の概要 単位：玄米トン、円/玄米60kg税込み

農林水産省「マンスリーレポート」一部抜粋

巻頭言

「富山・コシヒカリ」と「先見の明」 農業研究所長　大島　晃

1

農研ニュース　第３３号　　令和４年（２０２２年）１月発行
発行所   富山県農林水産総合技術センター農業研究所

〒939-8153 富山市吉岡 1124－1　TEL 076-429-2111
農林水産総合技術センターＨＰアドレス　http://taffrc.pref.toyama.jp/nsgc/nougyou/

vol.33
令和４年１月富山県農林水産総合技術センター農業研究所

6

農業研究所の活動から

農業研究所セミナーを開催（農業研修会館、11月18日）

学会・研究会での発表（9～12月）
美味技術学会2021年例会（オンライン開催、11月5日）

北陸作物・育種学会　第５８回講演会（オンライン開催、11月18日）

【農業機械研究部門　野田先生】 【中日本農業研究センター　石島先生】
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表　軽量培土を用いた密苗の各植付本数の分布と苗箱使用枚数（2019～2020）

育種課の研究の展望

経営感覚を持って民間等との共同研究を推進
～オープンイノベーションの扉を開く～

育種課　課長　小島 洋一朗

研究成果

軽量培土で育苗した高密度播種苗で更に省力化
～軽量培土は保管・管理方法も重要～

栽培課　主任研究員　寺崎　亮

欠
株
率（
％
）

15

10

5

0
慣行
加工床土

密苗
加工床土

密苗
軽量培土

図　播種量と培土の種類が欠株率に及ぼす影響
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2019～2020）
注１）播種量：慣行120g/箱、密苗240g/箱
注２）移植作業速度は0.5m/s程度で移植直後に調査を実施
注３）エラーバーは標準偏差

注１）CVは、変動係数を示す。
注２）苗箱使用枚数は、栽植株数70株/坪での値を示す。
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表　軽量培土を用いた密苗の各植付本数の分布と苗箱使用枚数（2019～2020）

育種課の研究の展望

経営感覚を持って民間等との共同研究を推進
～オープンイノベーションの扉を開く～

育種課　課長　小島 洋一朗

研究成果

軽量培土で育苗した高密度播種苗で更に省力化
～軽量培土は保管・管理方法も重要～

栽培課　主任研究員　寺崎　亮

欠
株
率（
％
）

15
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5

0
慣行
加工床土

密苗
加工床土

密苗
軽量培土

図　播種量と培土の種類が欠株率に及ぼす影響
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2019～2020）
注１）播種量：慣行120g/箱、密苗240g/箱
注２）移植作業速度は0.5m/s程度で移植直後に調査を実施
注３）エラーバーは標準偏差

注１）CVは、変動係数を示す。
注２）苗箱使用枚数は、栽植株数70株/坪での値を示す。
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⽣産者・農業組織

アナログ管理から

���端末による

デジタル管理へ

圃場の発病リスク

評価結果

診断アプリ

圃場の情報

（診断項目）を⼊⼒

リスクに応じた

適切な防除対策

発病リスクの

⾒える化

【診断結果】

研究成果 スマート農業への取組み

緑肥の生育に対する額縁排水の効果
～環境にやさしい農業の推進のために～

土壌・環境保全課　副主幹研究員　髙橋 正樹
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図　降雨後の土壌含水率※１の推移（2019年）
※１　TDR土壌水分計による体積含水率
※２　最終降雨　11/14（降水量16.5mm/日）
※３　測定位置：畝の中央部で深さ20cm

写真１　ＨＶとライ麦
（2021年5月24日、鋤込み7日前）

表１　ライ麦の草丈及び茎数の推移（2020年産）

表２　鋤込緑肥の乾物重と炭素量及び窒素量（2020年産）

写真２　緑肥の生育状況（2020年4月17日撮影）
※　　額縁排水溝有り
　　　 額縁排水溝なし

A

A
B

B

※いずれの項目もHVとライ麦の総量

額縁なし
額縁有り

図1　農業研究所
試験圃場の空撮
写真（オルソ画像）
RGBカメラにて
高度30mで撮影。

図2　農業研究所
試験圃場のNDVI
（オルソ画像）
マルチスペクトル
カメラにて
高度30mで撮影。

●リモートセンシングを活用した主穀作の栽培管理技術の確立 （担当 ： 栽培課）

●AⅠを活用した病害虫早期診断技術の開発 （担当 ： 病理昆虫課）

①AⅠを活用した病害虫診断技術の開発

②AⅠを活用した土壌病害診断技術の開発
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図　降雨後の土壌含水率※１の推移（2019年）
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※　　額縁排水溝有り
　　　 額縁排水溝なし

A

A
B

B

※いずれの項目もHVとライ麦の総量

額縁なし
額縁有り

図1　農業研究所
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●AⅠを活用した病害虫早期診断技術の開発 （担当 ： 病理昆虫課）

①AⅠを活用した病害虫診断技術の開発

②AⅠを活用した土壌病害診断技術の開発
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ÁÏ ÐÑ·¸ Ò��Á�ÓÔ¢ÕÒ���Ö� Ò��Á�ÓÔ¢ÕÒ����Ö�令和２年産米の産地・品種銘柄別相対取引数量上位20産地の概要 単位：玄米トン、円/玄米60kg税込み

農林水産省「マンスリーレポート」一部抜粋

巻頭言

「富山・コシヒカリ」と「先見の明」 農業研究所長　大島　晃
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農業研究所の活動から

農業研究所セミナーを開催（農業研修会館、11月18日）

学会・研究会での発表（9～12月）
美味技術学会2021年例会（オンライン開催、11月5日）

北陸作物・育種学会　第５８回講演会（オンライン開催、11月18日）

【農業機械研究部門　野田先生】 【中日本農業研究センター　石島先生】


